
別記様式第１２号（第１１条関係）

事事事事　　　　業業業業　　　　実実実実　　　　績績績績　　　　書書書書

団体名 阿東地域づくり協議会

１　総括

２　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数） 　１５０人

（成果）　お盆の開催で帰省中の方の多くの参加があった。

（評価）　雨天のため室内の開催になり、室内での開催方法に工夫があった。

（今後に向けて）　音響設備の充実、提灯のＬＥＤ化等を検討したい。

50,000円

（実施内容）　篠生地区の盆踊り活動　

（実施時期）　平成24年8月13日

ふれあい推進活動（篠生盆踊り大会）

（成果）　多くの観光客の来場があった。

（評価）　幟を新調し、事前に掲げたことにより広報活動につながった。

（今後に向けて）　今後ともより地域色を出していきたい。

ふれあい推進活動（篠生体育祭）

27,000円

（実施内容）　篠生地区全体の体育大会　

（実施時期）　平成24年10月21日

（参加人数）　 60人

（成果）　玉入れの玉を山口市民大会と同じものを使用した。

（評価）　皆さん不慣れで悪戦苦闘した。　

208,335円

（実施内容）　道の駅長門峡で、もみじ祭りを実施した。

（実施時期）　平成24年11月3日

（参加人数）　 約1000人

（成果）　集落住民に好評で継続して行いたい。

（評価）　集落内での世代を超えた交流ができ、とても有意義だった。

（今後に向けて）　災害に対する危機管理を常に持ち続けるためにも継続的に続けたい。

ふれあい推進活動（長門峡もみじ祭り）

（今後に向けて）　来年度も競技種目に取り入れたい。

30,000円

（実施内容）　炊き出し、消火訓練、非常食の試食などを行った。

（実施時期）　平成24年6月24日

（参加人数） 　40人

ふれあい推進活動（渡川泥おとしフェスタ）

（今後に向けて）　5地区に分かれているため効率の悪さが課題である。スムーズに事務局運

営を行うため見直しが必要である。

（成果・評価）　年間を通じて滞りなく事務局運営を行った。

今年度から中期５ヵ年計画を基に、５地区及び阿東全体の２本立てで事業を行った。特に、自主防災組織

立ち上げや伝統芸能の継承、拡充に努めた。

4,452,685円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1名　事務局員6名

（運営費の主な内容）　事務局人件費

1



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

につながった。

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）　   　84人　        　48人

（成果）　誰でもできるのでたくさんの参加者があった。

（評価）　高齢者の健康づくりに役に立った。

（今後に向けて）　継続して多くの参加者に来ていただきたい。

（参加人数）   20人

（成果）　山口市民体育大会出場の送迎バス、玉入れ器具を購入しました。

（評価）　参加者が増え、事前に練習を2回行いチームワークが良くなった。

（今後に向けて）　地域から広く参加者を募集し、十分練習をして参加したい。

ふれあい推進活動（グラウンドゴルフ大会）

132,176円

（実施内容）　グラウンドゴルフ大会　

（実施時期）　平成24年5月 平成24年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参加人数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各20名

（成果）　伝統行事のさくら祭りの記録ができた。

（評価）　伝統行事のさくら祭りの伝承のため活用できる。

（今後に向けて）　これからもさくら祭りを続けていきたい。

ふれあい推進活動（さくら祭り伝承、徳佐夏祭り開催準備）

59,134円

（実施内容）　さくら祭りの伝承のためＤＶＤを作成。徳佐夏祭り開催準備のため会議を開催。

（実施時期）　　　　　　　　平成24年4月　　　　　　　　　　　　平成25年2月～3月

ふれあい推進活動（山口体育大会への参加）

155,135円

（実施内容）　山口市民体育大会の参加のためバス使用及び練習器具の購入

（実施時期）　平成24年9月2日

（参加人数）　　　　　　　　50人 　　　　　　　　　　　　30人　　　　　　　　　　　　　40人　　

（成果）　各集落の行事を支援することで、親睦と交流を図る機会が創出され地域の活性化

（評価）　地域づくりに不可欠な人とのつながりが自治会での活動を通じて深まった。

くよう支援する。

（今後に向けて）　自治会での取り組みが実施されているが次年度以降も継続して活動が続

ふれあい推進活動（集落行事への支援）

30,000円

（実施内容）　地福地区　南界　盆踊り、用路　納涼祭、桜乃里　グラウンドゴルフ支援

（実施時期）　南界自治会　平成24年8月、用路自治会　平成24年8月　桜乃里自治会　平成24年10月

（実施時期）　平成24年8月　平成24年10月

（参加人数）　延べ約3,000人　 　60人　　　　　

（成果）　地区外にも案山子の募集ができた。

（評価）　昨年より多くの案山子が集まり来場者も多かった。　

（今後に向けて）　地域内だけの祭りだけにとどまらず広く地区外にも発信していきたい。　

ふれあい推進活動（嘉年かかし祭り、嘉年ふれあい運動会）

93,000円

（実施内容）　かかし祭り、運動会をしました。　

（参加人数）　  200人　　　　　　            　　1500人　　　         　　　　150人　　　　　　　　　　　　　　　

（成果）　地域の恒例行事として根付かせることができた。

（評価）　地域住民の助け合いや連帯感を生んできた。

（今後に向けて）　恒例行事で皆様楽しみにしているので今後も継続していきたい。

ふれあい推進活動（生雲ふれあいフェスタ、生雲サマーナイトフェスタ、新春交流会）

220,000円

（実施内容）　生雲ふれあいフェスタ、生雲サマーナイトフェスタ、新春交流会を実施した。

（実施時期） 　平成24年6月3日　           平成24年8月　　         平成25年1月1日

2



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数） 　約100人

（成果）　地域づくりの意識を共有する機会を創出することで、地域づくりへの関心を高めると

（評価）　地域住民一人一人が、自分たちの住む地域の未来への責任を持つことでより主体

（今後に向けて）　住民が主体的に参加できる地域づくりの提案を仕掛けていきたい。

ともに、多世代の交流もできた。

的な地域づくりへつながるという意識付けができた。

広報活動（地域づくり情報の発信）

28,000円

（実施内容）　地福Ｈａｐｐｙ　ｐａｒｔｙの開催

（実施時期）　平成２５年３月

（参加人数）

（成果）　阿東の地域づくり計画の具現化と事業の評価について理解が深まった。

（評価）　地域づくりを進めていく上での課題や方向性が明確になった。

（今後に向けて）　県立大学の教授のつながりを今後とも持ち、地域づくり計画を進めたい。

地域づくり計画評価（地域づくり計画評価共同研究）

55,000円

（実施内容）　山口県立大学との共同研究をした。

（実施時期）　　　平成24年6月～25年3月

（参加人数）

（成果）　ペレットストーブを設置して地域の拠点づくりができた。

（評価）　環境への取り組みへの啓発や情報発信にもつながった。

（今後に向けて）　今回の整備を契機に、拠点施設「ほほえみの里」の利用促進に努める。

公共ニーズへの対応（地域拠点づくり事業）　

200,000円

（実施内容）　地福地域の拠点づくりとしてペレットストーブの設置

（実施時期）　平成24年11月

（成果）　あいらぶあとうを6回発行、ホームページを新規に立ち上げた。

（評価）　地域の情報を広報誌とホームページ両方でお知らせできた。　

（今後に向けて）　分かりやすくより良い紙面づくりとホームページ立ち上げの周知をする。　

広報活動（地域版広報紙、　ホームページ立ち上げ）

676,779円

（実施内容）　あいらぶあとう発行、ホームページでの情報発信　バックアップ機械を購入

（実施時期）  隔月(5,7,9,11,1,3月)     平成24年7月より　　　　　　　平成25年2月

（参加人数）　　各約3,000部

（成果）　地域づくりの活動状況をもとにした紙面ができた。

（評価）　地域づくりの取り組みや活動について地域に周知できた。

（今後に向けて）　分かりやすくより良い紙面でより地域づくりへの理解を求めたい。

18,891円

（実施内容）　地域の全自治会長にアンケート調査を行い、集約した。　

（参加人数）　　　約1,000部　　　　約1,000部

（実施時期）　平成24年11月

地域活性化推進（自治会の現状調査、アンケート調査）

（参加人数）　 １２１団体

（成果）　地域の単位自治会の現状が把握できた。

（評価）　単位自治会の課題把握の参考となった。　　

（今後に向けて）　集計結果を踏まえ、課題に対する対策を検討していく。

88,200円

（実施内容）　徳佐地域づくりだよりを発行しました。

（実施時期）　　平成24年7月　 　平成24年2月

広報活動（地域だより発行）
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事業名

事業費

事業概要

が明確になった。

（今後に向けて）　中堅世代のグループを支援し活動を充実させることで世代間のつながり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

（実施内容）　高齢者と昼食を食べ、健康相談、劇など鑑賞した。

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）　地域住民対象に健康に関する講演会をした。　

（評価）　たくさんの方に来ていただき健康への関心を深めてもらった。

（今後に向けて）　これからも地域住民の健康づくりに役に立つ健康講演会等をしたい。　

113,687円

（実施内容）　徳佐健康づくり教室、健康福祉に関する講演会、阿東健康講演会

（実施時期）　平成24年11月11日　　　平成24年2月27日　　　　平成24年3月4日

（参加人数）　　　　　 30人　　　　　　　　   　　　30人　　   　　　　　　　　200人

（成果）　高齢者が昼食会、ゲーム等で地域の人と楽しく過ごした。

（評価）　一人暮らしの高齢者を地域で見守るという機運ができた。

（今後に向けて）　高齢者がより楽しく地域とのつながりづくりができる内容にしたい。　

健康づくり、高齢者生きがいづくり（健康づくり講演会）

高齢者福祉（高齢者生きがい作り、開発倶楽部「お達者交遊会」）

42,722円

（実施時期）　平成24年１１月11日、25年3月10日　　　　平成24年10月24日　　

（参加人数）　　     　約100人　　　       30人　　　　　　       　　36人　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参加人数）　地福地域内全世帯他

（成果）　クリスマスナイトフェスティバルの募金を呼びかける実行委員会への支援

（評価）　地域住民が実行委員会を支援することで、イベントによる地域の活性化という目的

を創出していきたい。

地域振興活動推進（まちおこしグループ支援）

23,400円

（実施内容）　クリスマス募金の呼びかけ活動

（実施時期）　平成24年１1月～12月

（参加人数）

（成果）　十種ヶ峰の山シャクヤクを鑑賞に来られる方への案内看板等を設置した。

（評価）　駐車場など分かりやすくなり、地域資源の有効な活用のための整備ができた。

（今後に向けて）　地元を含め地域で看板等の設備の維持を図りたい。

地域振興活動推進（神角案内看板取り付け、トイレ案内板等設置）

162,750円

（実施内容）神角地区に駐車場看板　道路案内看板、トイレ看板、環境美化看板設置

（実施時期）　　　　　　　　　　平成２４年１２月　　　　　　　　　　平成２５年３月

（参加人数）　　　　１０人　　　　　　　　　１０人

（成果）　登山道の草刈りをして道がわかりやすくなった。

（評価）　草刈をして登山しやすくなり、広く登山客が見込まれる。

（今後に向けて）　今後も登山道の維持を続けていきたい。

地域振興活動推進（高岳、大蔵岳登山道整備）

121,306円

（実施内容）　高岳の登山道と大蔵岳の登山道の草刈りをしました。

（実施時期）　 平成24年 8月　    平成24年8月

（参加人数）　 3人

（成果）　シーズン前に登山道の草刈ができた。

（評価）　登山客が登山しやすくなり、高岳のイメージアップにつながった。　

（今後に向けて）　今後も草刈り等によって、貴重な地域資源を活用したい。　

地域振興活動推進（高岳登山道整備）

51,175円

（実施内容）　高岳の登山道の整備をしました。　

（実施時期）　平成24年7月
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

（実施内容）　交通安全ステッカーを作った。

（実施時期）　平成25年3月　

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

（実施内容）　徳佐地区および嘉年地区でクリーン作戦を行いました。

（実施時期）　 平成24年11月　　平成24年11月

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　地域ぐるみの環境美化を進めるため、継続していきたい。

（参加人数）

（成果）　阿武川の上流、下流　夏、冬の2回検査した。　

（評価）　調査結果により、今後の水質改善へつながる。

（今後に向けて）　調査結果を地域に広報かるとともに、水質改善に向けた対策を立てたい。

環境実践事業（阿武川河川水質調査）

72,345円

43,936円

（参加人数）　　　　　70人　　　　　　　　20人

（成果）　地域全域がきれいになり美化意識も高まった。

（評価）　地域の中学生や単位自治会の参加があった。

（成果）　自主防災研修会を開催し、自主防災組織図を集会所へ掲示できた。

（評価）　自主防災組織立上げ機運を一番身近な自治会の中で高めることができた。

（今後に向けて）　自主防災組織を多く立ち上げるよう啓発活動を促進する。

（実施内容）　阿武川の水質検査をした。

（実施時期）　平成24年8月　平成25年2月

環境啓発事業（クリーン作戦キャンペーン）

地域見守り活動（交通安全ステッカー）

80,000円

（参加人数）

（成果）　車両に張り付けるステッカーを作成した。

（実施時期）　平成２４年６月～平成２５年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参加人数）　  ６自治体

（成果）　地域の一人暮らしの老人と小学生などの交流ができた。

（評価）　地域の小学校の協力が得られたことで、学校と地域の有意義な連携ができた。

（今後に向けて）　今後とも続けていき、交流の輪を広げていきたい。

防災組織の立ち上げ（自主防災組織図、自主防災会組織認定団体の拡大）

（評価）　各団体の協力が得られ、多くの車両に張ってもらった。

（今後に向けて）　地区内の見守りパトロールに役立てたい。　

156,160円

（実施内容）　自主防災会組織認定団体の拡大のための研修会開催、自主防災組織図作成

54,500円

（実施内容）　小学生、婦人会、高齢者等の三世代でゲームや食事などで交流した。

（実施時期）　 平成24年７月

（参加人数）　  ７９人

三世代交流（婦人会三世代交流）

（参加人数）　　   　90人　　　　　　　　60人

（成果）　誰でも参加できるイベントとして、たくさんの参加者があった。

（評価）　特に、高齢者の健康づくりに役立った。

（今後に向けて）　地福八十八か所の整備とウォーキングマップの作成を検討している。

三世代交流（篠生史跡めぐり、ふれあい健康ウオーク）

67,850円

（実施内容）　史跡めぐり　健康ウォークルート整備

（実施時期）　平成24年6月　　　平成24年11月　　　　　　　　　　　　　　
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（実施内容）　ほほえみの郷【トイトイ】の支援をしました。

（実施時期） 　平成24年5月～８月

事業概要

（参加人数）　　　120人　　　　　 100人　　　　　　　　　　100人　　　　 　　　　80人

（成果）　生雲地区の伝統行事を盛り上げ実施できた。

（評価）　寂れがちな行事を盛り上げ継続できた。

（今後に向けて）　これからも継続のために工夫したい。

伝統行事等の継承（肝試し、秋祭りみこし、秋祭花車巡行、生雲どんど）

110,000円

（実施内容）　生雲地区の伝統的な祭りをした。

（実施時期）　平成24年7月　平成24年10月6,7日　平成24年10月7日　平成25年1月12日

伝統行事等の継承（ほほえみの郷【トイトイ】支援）

300,000円

（参加人数）

（成果）　消防設備点検、改修・照明器具購入・冷蔵庫購入した。

（評価）　地域住民誰もが集まれる会場づくりができた。

（今後に向けて）　より多くの方に利用していただける交流スペースを作りたい。

（評価）　同上

（今後に向けて）　地域内の要望を把握し、随時対応していく。

（実施内容）　法定外公共物の整備

（実施時期）　平成24年6月～平成25年3月

（参加人数）

（成果）　法定外公共物の整備を11か所行った。

（評価）　目に付く場所に設置し、環境美化の啓発になった。

（今後に向けて）　看板が良く見えるように維持・管理していきたい。

法定外公共物整備事業

4,564,000円

（実施内容）　阿武川の環境美化の看板を設置した。

（実施時期）　平成25年3月

（参加人数）

（成果）　「ごみを持ち帰ろう」の看板を3か所設置した。

環境実践事業（阿武川環境美化看板設置）

30,000円

（参加人数）　  　14人　　　　　　　　30人　　　　　　　60人　　

（成果）　地域内の重点的な清掃活動ができた。

（評価）　地域をあげての取り組みで良い形で活動ができた。

（今後に向けて）　地域をあげての取り組みを継続していきたい。

（評価）　学校教育活動との連携ができた。

（今後に向けて）　学校と地域の連携を継続していく。

環境実践事業（旧篠目小整備、桜植樹、小中学校奉仕活動支援、公共施設環境美化他）

216,180円

（実施内容）　旧篠目小整備　桜の園つくり　小中学校奉仕活動支援　地福駅環境美化他

（実施時期）　平成24年6月、2月　平成24年11月　平成24年12月　　　　　　随時　　

（参加人数）　　　　　　20人　　　　　　　　　7人　　　　　　　70人　　　　　　　　延べ50人

（成果）　グラウンドの整備、桜の苗木の植樹、中学生の奉仕活動、地福駅の清掃作業

（実施内容）　渡川環境美化　水戸自治会　生雲小学校の環境整備をした。

（実施時期）　平成24年8月　　平成24年8月　平成24年6月、8月　

環境実践事業（渡川環境美化、水戸自治会環境整備、地域清掃活動）

39,830円
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

ップ作りを実施した

事業概要

事業名

事業費

事業概要

イベント事業（やまぐちあそびばプロジェクト）

80,000円

（実施内容）　拠点施設【トイトイ】周辺エリアでコンサート、プラレールで遊ぼう、といといストラ

（今後に向けて）　【トイトイ】周辺で新しい形のイベントをまた企画したい。

（実施時期）　平成24年11月

（参加人数）　  約200人

（成果）　拠点施設【トイトイ】周辺エリアでさまざまなイベントを連続的に開催できた。

（評価）　雨天だったので会場等変更があり来場者も少なかった。

（参加人数）

（成果）　地域の理解と協力により、懐かしい写真が多く集まった。

（評価）　懐かしい写真により、住民が地域への愛着を感じることができた。

（今後に向けて）　広く地域住民に見てもらうため、写真展の開催したい。

イベント事業（懐かしい風景等の写真展準備）

181,525円

（実施内容）　懐かしい写真を地区内に募集した。

（実施時期）　平成24年9月から

（参加人数）

（成果）　地域イベントで貸し出すことができた。

（評価）　音響機器がなくて困っていたので地域に喜ばれた。

（今後に向けて）　音響機器の貸出しを地域に周知し利用促進を図りたい。

イベント事業（定住・交流人口増大対策イベント支援）

254,865円

（実施内容）　音響機器一式購入した。

（実施時期）　平成25年3月

（参加人数）　 25人

（成果）　普段は地域にバラバラにいる若者が一堂に集まり交流することができた。

（評価）　いろんな若者が集まり地域のネットワークづくりの一歩となった。

（今後に向けて）　定期的に会合を開き、阿東地域を考える人材を育てたい。

伝統行事等の継承（人材育成）

21,000円

（実施内容）　地域を盛り上げようとしている若者と交流会をした。

（実施時期）　平成25年2月

（参加人数）

（成果）　衣装などが古くなったので買い換えを支援した。

（評価）　地域の伝統芸能の継承に資した。

（今後に向けて）　伝統芸能の継承に努めたい。

地域個性創出（はやしだ保存会、市場踊り、地域文化の維持・伝承教室）

234,518円

（実施内容）　はやしだ、市場踊り、蹴出し踊り、子供みこしの衣装や小物の購入・活用

（実施時期）　平成25年3月

イベント事業（春・秋コンサート、ふれあいコンサート）

147,842円

（実施内容）  徳佐小学校でピアノとギターコンサート　嘉年でマウンテンマウスコンサート

（実施時期） 　平成24年5月25日　平成24年10月30日　平成25年1月30日

（参加人数）　　  　200人　　　　　     　200人　　　　　　　　 　80人

（成果）　地域の方や小学生のたくさん参加があった。

（評価）　生演奏にふれる機会を提供することができた。

（今後に向けて）　地域で生演奏を聴く機会がないのでこれからも開催したい。
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

てください。

（参加人数）

（成果）　今までなかった盆踊りの紅白幕を購入した。

（評価）　地域のイベントを盛り上げることに資した。

（今後に向けて）　地域のイベントを盛り上げる工夫をしたい。

イベント事業（定住・交流人口増大対策イベント支援）

33,600円

（実施内容）　盆踊りに使う紅白幕の購入

（実施時期）　平成25年3月

（参加人数）　小学生24人　ボランティアスタッフ31人

（成果）　5泊6日の宿泊訓練を通して、小学生が家庭や地域の大切さを理解した。

（評価）　自然環境に対する配慮、ふるさとを愛する心も養えた。

（今後に向けて）　地域で子育てを支援する機運を高めるため今後も支援していきたい。

子育て支援（アドベンチャースクール支援）

93,401円

（実施内容）　地域の小学生対象の通学合宿を支援をした。

（実施時期）　平成24年11月

（評価）　読み聞かせボランティアが小学校等に出向くときに役立っている。

（今後に向けて）　今後も本や機材などそろえていきたい。

（実施内容）　小学校、保育園、施設・団体で読み聞かせを支援した。

（実施時期）　ペープサートステージ1台　　大型絵本5冊の購入

（参加人数）　　読み聞かせ２０回開催

（成果）　読み聞かせの内容が面白く、豊かになった。

子育て支援（グループ「ぼけっと」、読み聞かせ親子塾）

56,000円
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